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市の人・1

鶴田現在）i
男19．960人〔一34）i

女2・．685人（＋23）i

計4G．645人（一11）
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　宮崎県　　発・行人

日向市役所藤井満義

NO　63

　　＝今月のi賊＝

15日に、保険税第3期分と

市民税第1期分の督促状が

発送されます。

この日を過ぎますと、督促

手数料が加算きれますので

早目に納税してください。

なお今月は、固定資産税第

2期と、保険税第4期分の

納入月となっています。

映

煮
同
鐵

　
　
　
　
ヨ
ロ
の
　
コ
コ
ニ

蜂
｝

頑．

D
，
嫁
く

　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
噌
，
．
・

紐
火
葬
場
改
築
住
宅
條
例
な
ど
通
る
H

六
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
三
日

閥
、
六
月
定
例
市
議
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
当
局
提
出
議
題
は
、
火
葬
場
改
築

工
事
に
つ
い
て
の
専
決
事
項
承
認
、
市

営
住
宅
管
理
条
例
の
制
定
な
ど
十
七
義

案
で
し
た
。
そ
れ
に
、
請
願
、
「
肩
な

ど
十
二
件
も
同
時
に
審
議
さ
れ
ま
し
た

議
案
は
、
「
一
応
全
部
原
案
通
り
可
決
き

れ
ま
し
た
。

以
下
、
主
な
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
主

な
論
占
少
を
尊
“
ハ
＼
つ
て
み
↓
よ
「
し
－
よ
．
り
。

◎
糾
年
度
一
般
会
計
予
算
の
追
加
更
正

　
に
つ
い
て
（
専
決
）

　
消
防
に
対
す
る
地
元
負
担
金
と
国
庫

　
補
助
金
、
富
農
山
漁
村
振
興
事
業
と

　
消
防
施
設
費
に
対
す
る
県
補
助
金
の

　
増
な
ど
か
ら
、
歳
入
、
歳
出
と
も
約

　
四
十
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

◎
火
葬
場
改
築
工
事
施
行
（
専
決
）

　
市
当
局
案
に
よ
り
業
す
と
、
現
在
の

　
場
所
に
、
さ
ら
に
五
一
五
平
方
瞬
の

　
土
地
を
売
収
し
、
旧
敷
地
と
も
約
一

千
七
〇
〇
平
方
督
に
、
焼
却
炉
二
基

　
（
重
油
炉
一
、
重
油
薪
炭
兼
用
炉
一

　
基
）
、
待
合
室
、
納
骨
堂
、
祭
殿
、

　
管
理
人
住
宅
な
ど
を
作
る
予
定
で
す

　
事
業
費
は
三
、
六
六
七
、
○
○
○
円

　
以
内
（
起
債
二
〇
〇
万
、
　
一
般
市
費

　
一
．
、
六
六
七
千
円
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
関
係
当
局
や
、
市
議
会
文
教
厚

生
委
員
で
各
市
の
火
葬
場
を
視
察
し

た
結
果
、
電
気
炉
よ
り
も
重
油
炉
．
の

方
が
綾
済
的
弔
、
あ
る
そ
う
で
す
。

位
置
に
つ
い
て
、
北
に
よ
り
す
ぎ
で

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、
将
来
は
現
在
地
で

も
日
向
市
の
中
央
に
な
る
の
．
で
は
な

　
い
か
…
と
い
う
賠
に
門
川
町
合
併
を

　
思
わ
せ
る
発
冒
が
あ
っ
て
一
遇
を
終

　
え
ま
し
た
、
、

◎
市
営
住
宅
管
理
条
例
割
定
に
つ
い
て

　
低
顎
所
三
者
に
住
宅
を
与
え
よ
う
と

　
い
う
趣
旨
で
作
・
．
つ
れ
た
も
の
で
す
一

　
鍛
　
　
　
h
多
ノ
＼
、
　
住
ψ
じ
ス
へ
思
考
一
選
｝
蘭
“
奏

　
員
会
と
、
認
増
全
の
徴
収
に
つ
い
て

　
集
中
し
ま
し
た
．
、

　
選
衡
委
の
当
局
案
は
、
市
長
、
助
役

　
収
入
役
、
市
民
、
建
設
、
財
政
の
各

　
課
長
、
市
会
議
長
、
文
教
厚
生
委
員

　
長
で
一
応
等
奴
す
る
が
、
委
員
を
固

　
定
す
る
と
い
ろ
い
ろ
支
障
が
あ
る
の

　
で
、
固
定
せ
ず
、
そ
の
都
墜
最
も
公

　
平
に
選
奨
で
き
る
メ
ン
バ
ー
に
市
長

が
委
嘱
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
．
．

　
ま
た
入
居
者
の
心
得
が
少
な
く
て

も
、
家
賃
を
払
う
能
力
が
あ
る
と
認

　
　
一
§
藝

1

め
ら
れ
れ
ば
制
限
し
な
い
と
の
こ
と

で
す
．
．

な
わ
、
割
増
金
に
つ
い
て
条
例
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
、
．

二
種
住
宅
は
原
則
と
し
て
収
入
月
額

一
万
六
千
円
ま
で
の
人
、
一
種
住
宅

に
は
一
万
六
千
円
を
こ
え
三
万
二
千

円
ま
で
の
人
が
入
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
二
種
住
宅
に
居

て
、
月
額
収
入
が
一
万
六
千
円
を
越

え
た
時
は
家
賃
額
の
三
割
、
さ
ら
に

三
万
二
千
円
を
こ
え
た
時
は
五
割
、

き
ら
に
四
万
円
を
こ
え
た
時
は
八
割

が
踊
増
金
と
し
て
と
ら
れ
ま
す
。
一

覆
住
宅
の
場
合
も
、
三
万
二
千
円
を

こ
え
る
と
二
割
、
四
万
円
を
こ
え
る

と
四
割
の
割
増
金
を
と
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。
　
　
　
　
、

こ
れ
に
つ
い
て
、
谷
口
、
林
議
員
ら

が
「
現
在
の
住
宅
不
足
で
は
、
例
え

割
増
金
を
と
ら
れ
て
も
、
家
を
出
る

人
は
い
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
実
質
上

家
賃
値
上
げ
に
な
る
。
ま
た
市
営
住

宅
値
上
げ
に
刺
激
さ
れ
て
、
市
内
の

貸
家
で
も
値
上
げ
に
な
る
恐
れ
が
な

い
と
は
言
え
ぬ
」
と
反
対
。
　
「
割
増

　
金
を
と
る
と
い
う
住
宅
難
解
決
策
よ

　
り
、
低
家
賃
住
宅
を
建
て
る
努
力
を

　
・
す
べ
き
だ
」
と
発
言
し
ま
し
た
。
こ

　
れ
に
対
し
て
市
当
局
で
は
「
も
ち
ろ

　
ん
住
宅
を
作
る
。
割
増
金
は
そ
れ
を

　
財
源
に
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い

　
こ
れ
は
住
宅
の
営
繕
に
向
け
た
い
。

　
こ
の
条
例
は
住
宅
問
題
の
円
滑
化
を

　
は
か
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
、
運

　
営
に
つ
い
て
は
、
諸
種
の
事
情
を
考

　
え
あ
わ
せ
、
適
正
に
行
な
い
た
い
」

　
と
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
こ
の
議
会
で
、
塩
見
、
百

町
原
、
日
知
屋
の
青
年
学
級
開
設
。
公

民
館
条
例
、
社
会
教
育
委
員
条
例
、
．
と

殺
場
使
用
条
例
な
ど
が
き
ま
り
ま
じ
た

ま
た
、
市
監
査
委
員
と
選
挙
管
理
委
員

が
次
の
通
り
き
ま
り
ま
し
た
。

【
監
査
委
員
】

児
玉
清
（
再
）
時
平
岩
・
農
業

【
選
挙
管
理
委
員
】

甲
斐
芳
松
（
新
）
1
一
平
岩
・
農
業

河
野
　
健
（
再
）
1
1
上
町
一
・
商
業

江
川
泰
道
（
再
）
質
細
島
・
商
業

三
浦
伴
次
郎
（
再
）
・
ー
ー
習
知
屋
・
無
職

日
向
市
に
新
畜
産
工
場

O

市
は
、
県
当
局
の
協
力
で
、
．
か
ね
て
か

ら
地
元
農
漁
村
に
直
接
ツ
な
が
り
を
持

つ
工
場
の
誘
致
を
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
こ
ん
悼
戸
｝
、
和
歌
山
市
東
和
歌
山
に

あ
る
鳥
清
畜
産
工
業
株
式
会
社
と
、
横

浜
市
に
あ
る
横
浜
食
肉
荷
受
株
式
会
社

の
合
同
出
資
で
で
き
る
新
し
い
畜
産
工

場
が
日
向
市
に
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
工
場
臥
、
だ
い
た
い
五
千

万
円
か
ら
六
千
万
円
の
資
本
を
要
す
る

見
込
み
、
で
、
将
来
は
陳
肉
を
主
原
科
と

す
る
加
工
を
行
な
い
ま
す
，

十
月
中
に
石
工
を
約
束

豚
晦
の
処
理
量
は
一
日
に
五
十
頭
か
ら

百
頭
と
い
い
ま
す
か
ら
そ
の
規
模
も
想

像
が
つ
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

工
場
建
設
計
画
は
、
第
一
期
工
事
（
と

場
、
冷
蔵
庫
）
が
今
年
十
月
に
着
工
、

来
年
三
月
に
竣
工
し
、
第
二
期
工
事
（

加
工
、
か
ん
詰
な
ど
）
は
来
年
三
月
着
工
．

十
二
月
ま
で
に
竣
工
の
予
定
で
す
。

鳥
清
、
横
浜
両
社
の
社
長
さ
ん
た
ち
一

行
七
人
は
、
さ
る
六
日
、
市
を
訪
れ
、

藤
井
市
長
、
柏
田
市
会
議
長
ら
の
案
内

で
市
内
の
工
場
適
地
を
視
察
、
同
日
午

後
「
日
向
市
に
工
場
を
作
り
ま
す
」
と

い
う
覚
書
（
約
束
）
を
交
換
し
ま
し

た
。
こ
の
覚
書
に
よ
り
ま
す
．
と
、
市

は
、
工
場
建
設
工
事
前
に
、
両
社
に
約

五
千
坪
の
土
地
（
工
場
敷
地
）
を
捻
供

す
る
こ
と
。
ま
た
両
社
は
、
ど
殺
場
使

用
料
の
四
分
の
一
以
内
に
当
る
金
額
を

市
に
支
払
う
こ
と
、
お
よ
び
、
工
場
の

‘
廃
液
処
理
施
設
を
と
と
の
え
て
、
運
営

を
立
派
に
行
な
う
こ
と
な
ど
が
約
束
き

れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
市
内
の
ど
こ
に
建
設
さ
れ
る
の
．

か
、
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ま

も
な
く
市
内
に
も
、
工
場
誘
致
第
一
号

の
つ
ち
音
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。
　
．噂



　　　1
論鰯鞠

魚
礁
と
冷
藏
庫
を
作
る

　
　
1
1
3
5
年
度
の
農
山
漁
村
助
成
事
業
で
1
1

　
市
で
は
、
今
月
か
ら
昭
和
三
十
五
年
度

　
農
山
漁
村
振
興
特
別
助
成
事
業
に
と
り

　
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

㌦叫　
こ
の
事
業
は
、
か
ね
て
か
ら
富
島
漁
協

蝉　
と
、
幸
賜
挿
協
か
ら
要
望
の
あ
っ
て
い

“錦　
た
魚
の
ア
ハ
…
ト
と
、
冷
蔵
庫
を
作
る

哩　
も
の
で
す
。

酬
4
次
に
、
そ
の
事
業
の
内
容
を
お
知
ら
せ

　
し
ま
し
よ
う
。

　
　
【
魚
巣
施
設
－
魚
の
7
バ
ー
ト
】

　
細
島
航
路
標
識
所
沖
合
南
東
二
、
八
キ

　
ロ
の
地
点
に
、
中
古
大
型
木
造
漁
船

博
　
　
（
・
†
五
ト
ノ
級
）
　
一
ゴ
隻
、
中
刑
毛
　
（
六
駅
－

　
ン
）
二
隻
を
、
コ
ノ
ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ソ

　
ク
で
作
っ
た
立
方
形
の
魚
巣
三
十
二
個

　
を
積
ん
で
沈
め
る
も
の
で
す
。
事
業
費

酬　
は
全
部
で
約
百
万
円
か
見
込
ま
れ
て
い

　
ま
す
。

　
こ
の
漁
巣
は
、
沈
め
て
か
ら
一
年
経
つ

　
と
魚
群
が
住
み
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す

細　
富
島
漁
協
で
は
年
一
回
、
潜
水
夫
を
入

　
れ
て
手
入
れ
を
し
ま
す
。

　
こ
の
巣
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
魚
が

　
密
集
す
る
だ
け
で
な
ノ
＼
こ
こ
を
住
み

鹸　
家
に
し
て
繁
殖
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

　
ま
す
の
で
、
魚
獲
高
の
増
進
は
言
う
ま

　
で
も
な
く
、
底
引
き
網
な
ど
に
よ
る
密

　
漁
の
防
止
に
も
役
立
セ
2
柔
す
。

　
な
お
、
こ
の
事
業
て
、
富
島
澱
協
で
は

　
年
間
お
よ
そ
千
八
百
万
円
の
生
産
績
増

口
が
予
相
ご
・
・
れ
て
、
冒
ま
す
．

榊　
　
【
水
産
冷
歳
砿
】

　
幸
脇
漁
協
に
全
工
費
百
九
卜
五
万
円
で

々　
作
ら
れ
ま
釘
．

…　
冷
蔵
庫
に
な
る
建
物
は
簡
易
廿
火
西
側

　
で
、
内
部
は
防
蝕
の
た
め
炭
化
コ
ル
ク

W　
二
重
張
り
と
な
り
ま
す
、
建
坪
は
約
三

脳　
十
三
平
方
u
　
（
卜
坪
）
で
す
．
．
九
月
末

脂　
ま
で
に
は
完
成
の
予
定
で
す
が
、
で
き

あ
が
れ
ば
、
幸
膨
㌍
盤
の
固
定
資
産
と

な
り
、
同
漁
協
で
維
持
二
二
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
．
、

こ
の
冷
蔵
庵
が
で
き
ま
す
と
、
魚
の
保

存
や
出
荷
の
調
整
か
で
｝
、
、
る
よ
う
に
な

り
ま
す
、
、
そ
の
結
果
、
鮮
魚
で
も
今
よ

り
七
十
万
円
か
ら
百
万
円
、
加
工
用
の

い
わ
し
で
も
六
十
万
円
く
ら
い
の
増
収

に
な
る
よ
う
で
す
。

西
中
補
助
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま
る

　
　
　
一
記
者
会
見
か
ら
一

先
月
十
九
日
か
ら
上
京
し
て
い
た
藤
井

市
長
は
三
十
日
帰
任
、
翌
一
日
記
者
会

見
を
行
な
っ
て
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し

た
。◇
　
上
京
途
甲
、
福
岡
の
農
林
漁
業
金

融
公
庫
に
立
ち
寄
り
、
富
島
漁
協
か
ら

要
望
の
あ
っ
た
3
6
ト
ン
型
ま
く
ろ
船
に

　
　
　
■
　
呂
　
、
層
　
＝
　
、
一
　
冒
，
　
亀
　
＝
　
＝
　
一
回
　
「
曽
　
＝
　
＝
　
＝
　
¶
　
一
3
　
一
　
一
＝

〉

繭畿雛．
　へこ＾㌔・避ノ｛、〆弊㌔黒。

　
　
ピ
す
る
賊
資
を
お
願
い
し
冠
し
セ

　
　
同
公
庫
の
話
で
は
、
全
同
か
ら
融
資
申

　
　
込
み
が
あ
る
の
で
、
実
積
吝
（
い
ま
そ

　
　
の
船
を
持
っ
て
い
て
、
作
り
代
八
る
と

　
　
が
、
修
理
す
る
な
ど
）
に
優
尤
的
に
融

　
　
資
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
日
白
↑
弔
の
場

　
　
合
は
む
つ
か
し
い
の
で
す
ふ
，
”
、
特
に
融

　
　
資
を
お
願
い
し
て
お
Σ
ま
し
た
．

　
　
◇
　
3
6
年
晩
事
業
に
予
定
し
て
い
る
ヵ

　
　
ノ
ガ
イ
用
水
路
の
改
傷
と
災
害
復
旧
を

　
　
農
林
省
に
陳
情
し
ま
し
た
か
、
こ
れ
は

　
　
県
、
能
、
本
の
農
地
㌻
得
業
を
へ
て
、
農

　
　
林
省
に
書
類
を
廻
し
て
ひ
ら
縮
、
漏
し
よ

　
　
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
蟹
疫

　
　
は
非
常
に
協
力
的
で
し
た
の
で
有
望
だ

　
　
と
思
い
ま
す
。

　
　
◇
　
火
葬
場
の
起
債
二
百
万
円
、
西
中

　
　
第
三
期
工
事
の
補
助
六
百
三
十
二
万
八

　
　
千
円
、
細
島
古
田
防
潮
門
改
修
工
事
な

　
　
ど
は
、
ほ
ぼ
確
定
し
ま
し
た
。

　
　
◇
　
ま
た
三
十
六
年
嘆
事
業
を
予
定
し

　
　
て
い
る
カ
ク
リ
病
舎
の
日
向
病
院
併

　
　
設
、
套
処
理
施
設
、
な
ど
も
諒
解
を
得

　
　
ま
し
た
の
で
見
込
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

＝
「
、
騨
　
＝
　
一
一
　
＝
　
；
　
＝
　
一
一
　
＝
　
一
　
’
2
　
一
　
＝
　
「
　
3
　
　
　
一
　
「
　
’
　
、
闇
　
＝
　
、
畠
　
一
噌
　
一
　
＝
　
轟

よ
い
子
の
し
る
べ

　
　
　
膏
夏
休
み
の
生
胆
－
一

楽
し
い
戻
み
か
近
づ
き
ま
し
た
．

よ
い
子
た
ち
を
夏
休
み
中
の
い
ろ
ん
な

耳
故
か
ら
冨
る
た
め
に
次
の
こ
と
が
ら

に
ご
注
音
く
だ
き
い
。

◇
健
康
◇

　
夏
は
い
ろ
ん
な
伝
染
病
が
は
や
り
ま

　
す
．
、

タ
、
食
“
弛
や
、
近
一
、
）
か
ら

　
届
つ
た
と
」
．
、
は
、

　
よ
ノ
＼
’
f
を
庫
℃
－
つ
こ

　
と
）

　
　
　
不
良
化
ナ
る
子
供
も
て
て
き
ま
す
，
、

　
　
①
夜
遊
び
は
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く

　
　
　
だ
さ
い
。

　
　
②
あ
ま
り
む
だ
づ
か
い
を
さ
せ
な
い
よ

　
　
　
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
　
③
悪
い
遊
び
や
危
険
な
遊
び
は
や
め
ま

　
　
　
し
よ
う
。
ま
た
映
画
は
学
校
か
ら
指

　
、
　
定
さ
れ
た
も
の
以
外
は
見
せ
な
い
よ

　
　
　
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
◇
水
泳
◇

　
　
　
　
　
　
夏
に
起
る
事
故
は
、
何
ん

。
　
　
　
　
　
と
い
っ
て
も
水
泳
に
よ
る

②
暴
飲
暴
食
は
し
な
い
よ
う
。

　
　③
長
時
間
炎
天
に
で
る
の
を
や
め
さ
せ

　
た
り
、
生
水
は
あ
ま
り
飲
ま
せ
な
い

　
よ
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④
医
者
か
ら
注
意
さ
れ
た
病
気
な
ど
は

　
で
き
る
だ
け
夏
休
み
中
に
治
療
し
て

　
お
き
ま
し
よ
う
。

◇
生
活
指
導
◇

　
夏
休
み
は
学
校
か
ら
解
放
毒
・
、
れ
た
よ

　
う
な
気
持
4
な
づ
、
こ
の
期
間
申
に

一層

@
＝
　
＝
　
一
　
曽
　
，
」
一
　
’
3
、
¶
　
ζ
　
＝
　
；
　
＝
　
＝
　
一
　
ρ
，
　
冒
　
一
3
　
噂
　
＝
，
　
一
　
＝
　
3
　
＝

。
て
、
は
道
。
う
）
則
中
ま

っ
し
、
甲
晃
賀
田
罫
易

　
　
　
　
　
　
　
張
請
’
鎚
騨

　
　
　
を
ど
に
占
、
か
一
い
う
話

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
事
故
が
一
番
で
す
。

　
　
　
　
①
水
浴
に
行
く
と
き
は
必
ず

　
　
　
　
　
年
う
え
の
人
と
行
く
こ
と

　
水
泳
時
問
は
一
時
閥
か
ら
一
時
間
半

　
が
適
当
で
、
日
中
の
暑
い
時
は
さ
け

　
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
準
備
体
操
は
忘
れ
ず
に
、
ま
た
危
険

　
な
個
所
で
は
泳
が
な
い
よ
う
。

③
お
な
か
ザ
す
い
て
い
る
と
き
、
か
ら

　
だ
が
つ
か
れ
て
い
る
と
き
は
、
水
泳

　
は
さ
け
て
く
だ
さ
い
。

先月は緬島高々谷と、上原町て市政懇談会が行なわ；

れました．　　　　　　　　　　　　　　　　；
まず高々谷区では、保育ドの問題、道跳の問題、漁；

笑の問よなごか主二と）上Dムれました。　　　　　＝

保育「〃㌔没化とブ■営ξ㌧㌧㍉こ，こついては、文年三：

㌦二魯㌧すすカたい二・うここ．道路、ジ水などに・

っして，二、相＼課とこ；こ又く碗陣して董処したい・

とし）ニニ、また’僕振興については、築磯を近く；

行なって1・d族の繁噴をはかるとともに、密漁の防止：

に役立てる。衛きほきゆ，ま・紅年度中に決定する見込：

みである二と．　なこヵ清当局の主な発言でした。　：

なお、二四会て表隼ll二は　≦・島に私は夢を持って：

いる＿　と改》）三う二一　気した．　ミ港を基衣とし、　；
ノ　　も　　　ゐ　き　　レ　　　　　　ィ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち

＝・亡、ゴー一玄）、　女ζナ、群♪ナ浦などの整備をは多

かうたい　猛た翁㌫アfから伶勢ケ浜に廻る観光道：

路を抜．、て、米の山を日諏飴乏光の頂・℃こしたい。　1

私の一代でてきるんどうみわからないか、そのよう三

な枇慰でやってみたいと恩っている。　（6月3日）　≡

次に上原町区ては、迫凹凹装問題について、原則：

としてFl側ずつやってもらいたいということと、中＝

小企業対笈、環境衛生問題などが中心話題になりま：

した。　当蜀飼では、鑓装問題については、できる：

だ，＋直接利苫関係の深い区民の意見をとりいれるこ；

と．中小企巣発展のためには、いろんな方法を検討：

しどしどし実行に移したいこと。環境衛生面もチリ三

暁き場や、かくり翌冬の不疋などおそくとも来年度：

まてには設1要したいという畜見を述へました。　　：

なお市長はミみなさんの音羽を出来るだけ市政に反≧
映して行くというのが、この懇談会の立て前ですi

う・、しかし、市の立場としては、どうしても理解し：

て頂かなければならないこともありますミと語って

いました。　（6弓10日）

一
●り

▼
加
入
受
付
い

　
来
年
四
月
一
日
か
ら
、
一
定
の
保
険
料

一

H
を
か
け
て
お
い
て
将
来
年
金
と
し
て
貰

　
え
る
、
い
わ
ゆ
る
拠
出
制
国
民
年
金
制

　
度
が
実
施
き
れ
ま
す
。

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
大
正
の
終
り
頃

　
か
ら
昭
和
の
初
め
こ
ろ
は
、
大
体
男
は

　
四
十
五
才
、
女
か
四
十
七
才
で
あ
っ
た

　
も
の
が
、
昭
和
三
十
三
年
の
調
へ
で
は

門　
男
六
十
五
才
、
女
七
十
才
と
い
う
よ
う

　
に
寿
命
が
延
び
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
寿
命
か
長
く
な
っ
た
こ
と

　
が
こ
の
年
金
制
度
か
で
き
た
ひ
と
つ
の

囲　
理
由
で
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
寿
命
が
長
く

　
な
っ
た
こ
と
に
関
係
す
る
日
本
の
戦
後

　
の
家
族
制
度
の
変
り
方
で
す
。

嶺　
親
子
兄
弟
や
親
類
同
志
で
互
い
に
年
よ

　
を
り
扶
養
し
合
う
と
い
う
気
持
か
う
す

　
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
身
体
障
害
者
、
あ
る
い
は
夫
に
死

　
に
別
れ
た
母
子
世
帯
の
人
々
の
生
活
を

｛　
親
類
同
志
の
責
任
だ
け
に
ま
か
せ
て
お

　
く
わ
け
に
い
か
な
く
な
っ
て
き
た
と
い

　
う
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
、
広
く
社
会
全
体
の
人
々
が
お

　
互
い
に
助
け
合
う
と
い
う
社
会
連
帯
の

」　
考
え
方
か
ら
、
老
令
の
よ
う
に
誰
で
も

爵　
い
っ
か
は
必
ら
ず
行
き
つ
か
ね
ば
な
ら

凶囚　
な
い
事
態
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
身
体

坤　
障
害
や
夫
と
の
死
別
と
い
う
よ
う
な
、

』

　
囎
櫨
齪
聡
慧
璽
疑
％

　
で
一
定
の
保
険
料
を
納
め
て
、
年
金
を

　
も
ら
え
る
よ
う
に
備
え
て
お
く
と
い
う

　
の
が
拠
出
制
国
民
年
金
制
度
な
の
で
す

ノ・
　
加
入
せ
ね
ば
な
ら
な
い
人

よ

い
よ
十
月
か
ら
▲

拠
出
制
の
国
民
年
金

法
に
よ
る
強
制
適
用
者
で
す
か
、
次
の

年
令
に
あ
た
る
人
々
で
す
。

　
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
に
お
い
て

　
二
十
才
か
ら
四
十
九
才
ま
で
の
人

　
希
望
で
加
入
で
き
る
人

任
意
加
入
で
き
る
人
は
次
の
よ
う
な
人

々
で
す
。

　
一
、
　
庵
ぽ
出
⊥
年
△
立
、
　
碧
い
外
帽
、
　
共
済
帽
祖
ム
ロ

　
　
な
ど
の
保
障
を
う
け
る
人
の
配
偶

　
　
者
と
学
生
（
昼
間
の
）

　
二
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
に
お

　
　
い
て
五
十
才
か
ら
五
十
五
才
未
満

　
加
入
し
な
く
て
よ
い
人
は

　
　
　
（
美
々
津
簡
易
水
道
）

　
　
　
　
　
　
　
二
第
二

美
々
津
簡
易
水
道
の
第
二
水
源
か
、
こ

の
ほ
ど
石
並
橋
の
上
流
自
営
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
と
こ
ろ
に
総
工
費
一
〇
八
万
円

妻
．奪、

、

　
一
、
厚
生
年
登
、
詩
語
、
共
済
組
合

　
　
な
ど
の
年
全
円
晦
三
、
旭
甫
茗
・

　
保
険
料
は
と
の
位
か

保
険
料
の
領

　
▽
二
十
才
か
ら
三
十
躍
才
ま
て

　
　
　
一
（
、
月
　
　
　
一
⊃
（
）
円

　
▽
三
量
五
才
以
上

　
　
　
ご
、
月
　
　
＝
ユ
⊃
円

な
お
納
め
る
こ
・
と
か
困
難
と
認
め
ら
れ

た
人
は
免
除
の
取
扱
も
あ
り
ま
す
。

　
今
月
中
に
適
用
濤
声
調
査

拠
出
制
国
民
年
金
の
加
入
受
け
つ
け
が

水
源

一写真は第二水源全景

　
　
て
き
る
三

で
で
き
あ
が
り
、
　
一
日
が
ら
給
水
を
は

し
め
て
い
ま
す
。

こ
の
第
二
水
源
に
は
一
〇
馬
力
の
タ
ー

ビ
ン
ポ
ン
プ
が
と
り
つ
け
て
あ
9
、
田

植
時
期
や
、
日
照
り
つ
づ
き
で
第
一
水

源
（
麻
付
た
め
池
）
の
水
か
不
足
し
た

と
き
に
、
石
並
川
の
水
を
こ
の
ゼ
ン
ブ

で
貯
水
池
に
あ
げ
給
水
し
ま
す
。

日
照
り
つ
づ
き
で
第
一
水
源
の
水
が
不

足
し
て
も
、
こ
の
第
二
水
源
で
補
充
し

ま
す
か
ら
、
水
道
の
水
が
と
ま
る
こ
と

も
な
く
な
り
ま
す
。

　
日
赤
よ
り
罹
災
者
救
助
物
資

上
町
二
区
の
火
災
で
罹
災
さ
れ
た
家
庭

に
六
月
二
十
五
日
日
赤
県
支
部
か
ら
救

援
物
資
が
届
き
、
市
助
役
、
市
民
課
長

ら
“
♪
蓮
田
鉄
直
さ
ん
外
r
重
帯
D
避
難

十
月
置
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
実
猶
に
先
二
っ
て
、
七
月
号
臼
現

在
で
適
用
世
帯
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す

日
向
市
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
は
（
住

民
登
録
を
し
て
な
い
人
も
V
全
部
司
国

民
年
金
適
要
世
帯
調
査
票
畠
を
出
さ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
班
長
さ
ん
、
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
市
役
所
甫
民
課
国
民

年
金
係
に
七
月
三
十
日
ま
で
に
出
す
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
用
紙
は
区
長
さ
ん
を
通
し
て
各
家

庭
に
お
く
ば
り
い
た
し
ま
す
の
で
、
近

日
中
に
お
手
も
と
に
冨
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
票
は
今
後
国
民
年
金
や
住
民

登
録
な
ど
あ
ら
ゆ
る
大
切
な
調
査
の
基

礎
資
料
に
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
も
れ

な
く
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
こ
湯
力

潤
い
ま
す
、

来
月
一
日
か
ら
全
国
一
せ
い
に
農
家
台

帳
作
戎
の
た
め
の
調
査
が
は
し
ま
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
お
宅
を
、
調
査
員
が
訪

問
し
て
、
農
業
に
関
す
る
こ
と
を
い
ろ

［蟹藷響麺
い
う
と
お
聞
き
し
ま
す
の

で
、
心
よ
く
調
査
に
応
じ

て
や
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
農
家
台
帳
は
、
最
近

大
き
な
転
換
期
に
来
た
と

い
わ
れ
る
日
本
の
農
業
を

根
本
的
に
立
て
直
し
、
農

村
経
済
の
安
定
を
は
か
る

と
と
も
に
、
農
家
所
得
を

少
し
で
も
増
加
さ
せ
る
た

め
の
基
礎
資
料
と
す
る
も

の
で
す
。

農
家
経
済
の
立
て
直
し
に

つ
い
て
は
、
一
昨
年
か
ら

全
国
の
農
業
委
員
会
で
真
剣
に
研
究
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
精
果
、
各
市
町
村
の

た
営
農
の
輝
摩
を
作
り
、
多
く
の
農
家

が
そ
の
噸
至
二
近
づ
く
よ
う
に
す
る
と

か
、
土
地
の
高
度
利
用
と
か
、
近
代
的

技
術
の
導
入
や
畜
産
と
の
結
合
な
ど
い

ろ
ん
な
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
方
針
を
具
体
的
に

企
画
し
、
実
行
ア
る
た
め
に
は
何
と
い

っ
て
も
基
礎
資
料
か
な
け
れ
ば
な
ウ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
農
丈
委
員
会
で
は
、
全

国
一
せ
い
に
農
家
台
帳
を
作
る
こ
と
に

な
り
、
こ
の
凝
査
か
始
め
ら
れ
た
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
調
査
は
、
農

家
の
み
な
さ
ん
の
所
得
を
増
し
、
み
な

さ
ん
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め

の
基
礎
と
な
る
大
切
な
資
料
で
あ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ど
う
か
、
そ
う
い
う
意
味
か
ら
で
も
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

な
お
、
こ
の
凋
査
対
象
と
転
、
6
る
農
家
と

は
、
十
ア
ー
ル
ニ
反
歩
）
以
上
の
耕

作
者
で
す
。

　
日
赤
募
金
は
早
目
に

六
月
中
を
募
金
目
問
と
し
て
、
各
区
長

班
長
さ
ん
に
お
ね
か
い
し
て
お
り
ま
す

な
お
納
入
済
の
う
ち
、
目
標
額
の
百
％

以
上
の
区
は
次
の
通
り
で
す
。

西
川
内
区
（
区
長
鈴
木
直
井
）
鶴
町
区

（
奈
須
隠
男
〉
草
場
区
（
鈴
木
進
）
花

ケ
丘
区
「
後
無
田
」
　
（
田
古
春
吉
）
別

府
南
区
（
大
山
政
樹
）
亀
崎
北
区
（
綾

部
末
吉
）
下
原
町
（
坂
本
大
蔵
）
上
町

一
区
（
日
吉
善
平
）
上
原
町
（
三
樹
幸

夫
）
美
砂
区
（
児
玉
文
太
郎
）
中
央
区

（
白
戸
彦
一
）
旭
通
区
（
江
川
廉
三
）

亀
崎
東
区
（
成
合
藤
作
）
庄
手
躍
（
長
曾

我
部
栄
二
郎
）
山
下
区
（
長
友
勇
助
）

；
六
月
末
日
現
在
1

上
町
火
災
見
舞

●

現
金
六
百
十
一
円
也
（
日
向
生
協
互
助

会
殿
）
バ
ケ
ツ
九
個
（
財
光
寺
地
区
婦



，
鐸

”
自
転
車
の
盗
難
を
な
く
す
た
め
に
ー
ー

へ
　舛　
　
自
転
車
の
盗
難
を
防
止
す
る
た
め
に
、

轡
　
　
7
月
1
日
か
ら
3
1
日
ま
で
登
録
し
て
あ

灘
　
　
る
自
転
車
全
部
に
刻
印
を
入
れ
る
こ
と

　
　
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
こ
の
刻
印
は
自
転
車
の
車
体
に
絶
対
に

　
　
消
え
な
い
よ
う
に
打
ち
こ
み
ま
す
か
ら

　
　
い
く
ら
盗
ん
で
再
登
録
し
よ
う
と
し
て

癖　
　
も
、
す
ぐ
盗
ん
だ
自
転
車
と
い
う
こ
と

榊　
　
が
わ
か
る
わ
け
で
す
。

　
　
な
お
刻
印
を
入
れ
る
の
は
登
録
自
転
車

…
…
．　
　
だ
け
に
隈
り
ま
す
の
で
ま
だ
登
録
し
て

　
　
い
な
い
人
は
こ
の
期
間
中
に
登
録
し
て

∵　
　
く
だ
さ
い
。

、
，　
　
刻
印
を
入
れ
る
場
合
は
、
　
「
自
転
車
防

　
，　
　
犯
登
録
カ
ー
ド
甲
」
を
持
参
く
洞
1
1
さ
い

一　
　
カ
ー
ド
を
な
く
さ
れ
た
方
に
は
近
く
の

．
一
　
警
察
派
出
所
で
証
明
書
を
出
し
ま
す
。

　
　
自
転
車
を
登
録
し
よ
う
と
さ
れ
る
方
は

．
　
9

　
　
　
　
　
　
　
伊
勢
ヶ
浜
の
海
水
浴
場

綴　
　
　
　
　
　
　
開
き
は
、
き
る
三
日
、

）

昭．和馳35．挙7』月童σ臼 ．広

！水泳は安全区域で

に
ぎ
や
か
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
今
年
は
、
休
け

い
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、

身
分
証
明
書
を
必
要
と
し
ま
す
。
身
分

証
明
書
の
な
い
方
は
国
民
健
康
保
険

証
、
米
穀
通
帳
、
こ
れ
ら
の
な
い
人
は

警
察
派
出
所
で
「
身
分
証
明
書
」
を
発

行
し
ま
す
。
な
お
登
録
手
数
料
は
三
十

．
円
で
す
。

な
お
刻
印
入
れ
に
係
員
が
次
の
日
ど
り

で
各
地
区
を
ま
わ
ヶ
ま
す
。

▽
1
1
．
1
2
日
美
々
津
支
所
▽
1
3
日
幸
脇

出
張
所
▽
1
4
・
1
5
日
岩
脇
支
所
▽
1
8
日

財
光
寺
警
察
駐
在
所
▽
1
9
・
2
0
日
細
島

支
所
▽
2
1
日
曾
根
公
民
館

し
め
や
か
に
み
た
ま
伝
達
式

五
月
三
十
一
日
付
戦
時
死
亡
宣
告
の
告

知
を
う
け
ら
れ
た
左
記
の
方
々
の
み
た

ま
伝
達
式
は
、
六
月
十
七
日
午
前
十
時

半
か
ら
正
念
寺
で
、
三
族
や
そ
の
関
係

な
ど
も
増
築
、
救
命
具
な
ど
も
四
ヵ
所

に
設
置
し
て
万
全
を
期
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
行
事
は
　
▽
－
o
日
子
供
相

撲
大
会
　
▽
1
7
日
競
泳
大
会
、
ス
イ
カ

ロ
　
ゆ
コ
　
る
ロ
　
　
ヨ
も
ヨ
ド
ロ
　
ト
ユ
　
ぞ
　
　
　
ミ
し
メ
　
　
ロ
　
　
の
く
ヒ
ロ
ヨ

割
り
大
会
　
▽
2
4
日
岬
ん
坊
大
会
な
ど

の
規
約
百
名
の
参
列
の
も
と
に
、
し
め

や
か
に
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

故
林
英
彦
殿
・
汁
亀
崎
．
故
溝
口
綱
菊
科

．
同
ス
エ
殿
、
同
美
知
子
陛
・
籾
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
四
柱

舗
鋤

’♪

　
　
　
　
　
♪
／

　
▲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
＼
　
　
　
A

ζ
》
，
喋
；
＾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言

9
…
膨
　
　
蒔
　
、還　

4・　　4

林
。悲煤▲親命異

調危険感域　八

鹿
◎

轄

．』

、

関

町
全
水
域

　
h

㌔
，
　㌢

∵
び
6

：漿
　　　’箪い

冠
「
一
，
．
～
：
～

　
ノ
ー
　
、
－
（
、
4

卍
晃

、

、

い
‘罐

で
す
。

ま
た
、
膚
堂
父
パ
ス
き
2
、
　
2
4
日
　
　
’
、
」
は
日

曜
日
の
み
、
2
5
日
か
ら
は
毎
日
（
雨
天

の
湯
合
は
運
休
）
午
拍
∴
時
か
ら
薄
暑

四
時
・
半
ま
で
運
行
し
ま
す
．
．

な
お
、
同
海
水
浴
干
川
．
に
は
図
の
よ
う
に

赤
旗
で
覧
険
区
域
望
バ
．
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
安
全
水
域
で
遊
ん
で
」
、
、
た
ゼ
く

よ
う
お
願
い
し
業
す
．
．

　
選
管
委
員
長
に
甲
斐
氏

こ
の
ほ
ど
胴
か
れ
た
耶
．
㌔
5
．
・
管
理
委
員
会

で
、
市
内
宕
賄
謹
証
甲
斐
芳
松
氏
〔
5
8
）

が
委
，
呉
長
に
瑚
擁
．
一
駅
ま
し
た
．
．

‘
し
　
・

　
「
．
　
4
　
一
　
葦
　
　
一
一
　
I
I
　
　
司

市
教
育
委
員
会
が
今
月
の
巡
回
映
画
を

次
の
日
ど
り
で
行
な
い
ま
す
。

上
映
フ
イ
ル
ム
は
「
稲
の
成
長
」
　
「
子

供
の
四
季
」
　
「
ラ
ン
プ
お
じ
さ
ん
」
で

す
。
午
後
七
時
三
十
分
に
な
り
ま
し
た

ら
ど
こ
の
地
区
も
は
じ
め
ま
す
の
で
早

目
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
1
1
日
梶
木
、
1
2
日
籾
木
、
1
3
日
遠
見

　
鱗
日
拝
命
、
1
8
日
飯
谷
、
1
9
日
鳥
川

・
2
0
日
余
瀬
、
2
1
日
別
府
、
㌶
日
石
並

　
2
3
日
田
ノ
原
、
2
5
日
置
通
り
、
2
6
日

　
落
忌
、
2
7
日
高
松
、
2
8
日
宮
の
下

な
お
こ
の
日
ど
り
で
は
都
合
が
わ
る
く

開
催
で
き
な
い
地
区
は
早
目
に
教
育
委

員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
工
、
板
金
工
さ
ん
へ
μ

・
　
　
　
二
級
技
能
痔
試
験
紐

昭
和
三
十
五
年
度
の
二
級
技
能
者
検
定

試
験
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

建
築
大
工
、
板
金
工
き
ん
は
試
験
を
受

け
て
く
だ
き
い
、
．

▽
受
付
期
問

　
　
・
【
～
ヨ
百
凸
鯉
■
■
餐
ノ
刷
「
」
オ
‘
、
＝
「
」
一
月

　
第
二
次
試
験
十
月
一
日
か
ら
十
五
日

▽
試
験
期
日
’

　
第
一
次
試
験
　
八
月
二
十
一
日

　
第
二
次
試
験
　
十
月
二
十
三
日
か
ら

　
十
一
且
三
十
日
ま
で
の
間
．

▽
試
験
地
　
宮
崎
市
、
延
岡
市
、
都
城

　
市
、
日
南
市
、

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
民
生
労
働

部
職
業
安
定
課
か
、
最
寄
り
の
職
業
訓

練
所
、
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
9

珊礁

．
ダ

　
ケ

倭員長
　　の甲斐さノし

《
ご
注
意
》
　
．

　
　
　
1
文
書
に
つ
い
て
i

七
月
一
日
か
ら
市
役
所
か
ら
の
文
書
が

特
別
な
も
の
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
左

横
書
き
に
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
の
う
ち
は
、
な
れ
て
い
な
い
た

め
見
に
く
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
左

横
切
き
の
方
が
能
率
的
で
あ
り
、
国
や

県
を
は
じ
め
、
各
市
町
村
も
左
横
書
き

に
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
ん
ご
は
市
民
の

方
か
ら
の
文
書
も
、
な
る
べ
く
左
横
書

き
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
≡
≡
…
≡
≡
＝
「
「
三
…
≡
三
＝
≡
一
＝
＝
三
≡
三
巴
…
一
一
≡
≡
∋
＝
≡
藁
閏
≡
＝
≡
≡
≡
一
≡
｝
≡
＝
≡
≡
≡
≡
一
門
≡
≡
歪
＝
一
≡
≡
≡
養

論
．　

　
撫

曝

　　とこやさんのコンクール．

第13回全国理容技術者競技大会日向地区予選は

去る20日市役所の講堂で行なわれました。この

大会には・日向、東旧榊納の理容技術者約20

名が参加し、見学者の中がらモデ，レを選び自慢

の腕をきそいました、

5
　
」
　
　
馳

」
‘

○
：
・
…
・
：
と
じ
て
こ
保
存
下
き
い
・
：
：
；
：
○


	六月定例市議会開く―火災場改築住宅条例など通る

	日向市に新畜産工場―十月中に着工を約束

	魚礁と冷藏庫を作る―35年度の農産漁村助成事業で

	西中補助などきまる

	加入受付いよいよ十月から―拠出制の国民年金

	美々津簡易水道―
第二水源できる
	農家台帳を作る調査―８月１日から一せいに

	自転車盗難をなくすために

	水泳は安全区域で―伊勢ケ浜海水浴場開く

	とこやさんのコンクール


